
大久保　孝光 （実技担当）

　「安全運転」、よく目や耳にする言葉ですが「安全」な運転と

はどのような運転なのでしょうか。

　普段皆さんはどのようなことに気を付けて運転をされています

か。安全運転中央研修所では公道では体験できない運転上の危険

を安全に体験できる研修を行っています。

　これらの研修を通じて、車や人間の限界等を体験していただい

た上で皆さんが気付いたことをもとに、安全な運転には何が必要

なのかを一緒に考え、よりはっきりした答えが見つけられるよう

サポートし、今後の運転に取り入れてもらえるような研修を心が

けています。

【主な担当課程】

・一般緊急自動車運転技能者課程

・消防・救急緊急自動車運転技能者課程

・特定業務運転者課程

・青少年運転指導者課程

・青少年運転者課程

・一般緊急自動車運転技能者課程

・消防・救急緊急自動車運転技能者課程

・特定業務運転者課程

・青少年運転指導者課程

・青少年運転者課程

教　官　紹　介（2025）

大沼　貴拓 （実技担当）

【主な担当課程】

　車って、時間にとらわれず自分思いのままに目的地まで行け

る大変便利な乗り物ですよね。しかし、そんな便利な乗り物で

すが、判断、操作方法を間違ってしまえば、一瞬にして人を殺

めてしまう凶器となってしまいます。

　自動車メーカーは、事故が起きないよう開発し、車は進歩し

ていますが、人間自身は歳を重ねるほど反射神経や運動能力、

視力や聴力等が低下します。昨今、車が運転をサポートするよ

うになっていますが、全てが車任せで自動運転というわけには

いきません。

　そこで安全運転中央研修所では危険を安全に体験していただ

き、危険に近づかないための今後の運転を一緒に考えていけれ

ばと思っています。



【主な担当課程】

・一般緊急自動車運転技能者課程

・消防・救急緊急自動車運転技能者課程

・特定業務運転者課程

・青少年運転指導者課程

・青少年運転者課程

　皆さんは普段何気なく車を運転している中で、どのようなこと

を意識して安全運転をしていますか。

　安全運転中央研修所では、運転における「危険」を安全に体験

していただくことで車の限界や人の限界を知り、安全な運転につ

いての理解を深め、意識を高めることでご自身の運転を振り返

り、見つめ直していく中で、どのような運転が安全運転なのかを

考えていただく研修を行っています。

　研修を通して楽しく、わかりやすく、全力で安全運転について

一緒に考えていきたいと思いますので、皆さんのお越しをお待ち

しております。

長谷川　和 （実技担当）

　仕事や買い物、旅行など自動車は私たちの生活には欠かせない

ものです。皆さんは普段、何気なく自動車を運転している中で安

全な運転についてどのようなことを意識されますか。

　安全運転中央研修所では、車や人の限界を安全に体験していた

だき、「安全とは何か」を皆さんと一緒に考え、自らの運転を見

つめ直していただくことを目的として様々な研修を行っていま

す。

　研修後はより安全に運転していただけるよう、わかりやすく明

るい研修を心がけています。

【主な担当課程】

・一般緊急自動車運転技能者課程

・消防・救急緊急自動車運転技能者課程

・特定業務運転者課程

・青少年運転指導者課程

・青少年運転者課程

山崎　皓也 （実技担当）



・教習指導員課程

・技能検定員課程

・講習指導員課程

・特定業務運転者課程

・青少年運転者課程

若松　拓朗 （実技担当）

　車は日常生活で身近にある存在で、とても便利なものです。

　同時に、運転における安全や危険も身近にあると思います。

　安全運転中央研修所では、車の限界や人の限界を安全に体験

し、危険に近づかない運転行動を考えていただく研修を行ってい

ます。

　研修を通して「安全とは何か」を今一度考え、今後の安全運転

の意識を高めていただくきっかけになればと思っています。

【主な担当課程】

中村　司 （実技担当）

【主な担当課程】

・一般緊急自動車運転技能者課程

・消防・救急緊急自動車運転技能者課程

・特定業務運転者課程

・青少年運転指導者課程

・青少年運転者課程

　免許とは本来、禁止・制限されている危険を伴う行為を特定の

人に対して特別に許可することを指します。

　しかし、自動車の運転が当たり前のものになると、その危険性

を深く考える機会は、次第に少なくなってしまうのではないで

しょうか。

　研修生の皆さまには、研修を通じて「車両の限界」や「人間の

限界」を体験していただき、自動車を運転することが当たり前で

はないということ、そして、危険に近づかない運転とは何かを改

めて考えていただきたいと思います。

　皆様のお越しを心よりお待ちしております。


